
『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　この窯は、縦１０㍍、幅３㍍、深さ２㍍、容量６０立

方㍍（大型ダンプ１１杯分）で、炭焼き窯としては日本

一。岐阜県、長野県境から愛知県を流れる一級河川矢作

川上流の矢作ダムには、毎年約６００立方㍍もの大量の流

木が流れ込む。中には切り捨て間伐材も含まれる。こと

に、２０００（平成１２）年の恵南豪雨（東海豪雨）災害では、

流木が湖面を埋め尽くし、対岸まで

歩いて渡れるほどであった。流れ着

く全ての流木を炭にすることを目

的に、奥矢作レクリエーションセン

ター下の湖畔に炭焼き窯を築造し、

２００７（平成１９）年から稼動。炭は、

床下の湿度を調整する床下調湿材、

土壌改良材、河川の水質保全材とし

て使われている。運営はNPO法人

奥矢作森林塾が行っている。

６１

６２

▲シクラメンは、篝火（かがりび）花とも呼ばれる

▲炭焼き窯の空気の調整窓

　恵那・中津川地域は、種
しゅびょう

苗の全国シェア

8割以上を占めるほどの一大産地として成

長し、現在、岐阜県はシクラメン種苗生産

量は日本一。市内では、長島町久須見地区

を中心に栽培されている。

恵那シクラメン 国内栽培発祥の地
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『広報えな』１２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１２．９円（税込み）です。

　NPO法人奥矢作森林塾は、恵南豪雨災害

をきっかけに、荒廃した山林を再生し、地

域の暮らしを見直すため設立された。空家

を再生し活用する塾の開催や、田舎暮らし

を体験できる宿泊施設の運営など、都市と

農村の交流を深める活動をしている。
▲炭焼き前の流木

　大正時代に故伊藤孝
こう

重
じゅう

（東野）が日本で初めてシクラ

メン栽培を開始。この地域で栽培されたシクラメンを「恵

那シクラメン」と言う。伊藤孝重は、１８９６（明治２９）年、

東野の養
ようさん

蚕農家に生まれ、上田蚕
さ ん し

糸専門学校（現信州大

学繊維学部）の修学旅行中に出会ったシクラメンに魅せ

られ、当時大井ダムの建設に携わるアメリカ人技師の奥

さん（ドイツ人）の勧めで栽培の道に。日本での栽培は

大変珍しかった

時代に独学で取

り組み、昭和初

期には成功。そ

の後、自ら販路

を拡大し、恵那

を全国に誇るシ

クラメン産地に

育てた。

次号は１月１日号
　発行日は１２月２１日㈬です

▲市街地では、毎年１２月にシクラメンまつ
りを開催


